
 

 

 

                                   

 

 

 

3 月 19 日（土）福井県社会福祉センターにて、７回目となる食料無料支援を開催。これ

までは、会場内、廊下が密になりがちでしたが、今回は１日数百名という新型コロナ陽性者

の拡大を受け、体育館でお渡し机を 10 ヶ所用意し、袋に詰めた食料・日用品のセットのお

渡しのみとしました。要員制限もしましたが、みなさん支援の思いは強く、役員 8 名、組合

員ボランティア７名、職員 3 名と初参加の職員親子 2 名の総勢 20 名となりました。 

検温が済んだ方からそれぞれお渡し机に。受付とアンケートの記入後セット袋をお渡しし、

帰りに出来立てパンをもらって終了。滞留時間が短く、感染リスクはグンと低くなりました。

一方、これまで並べて選んでいただいていた野菜、日用品や衣類をやめたため、「これだけ

しかもらえないの」と不満の声も。感染対策を強めたことを説明しご理解いただきました。 

  

来場者は 91 名でアンケートの回収は 85 名。その結果、性別は男性１/3、女性２/3、年

齢層は幅広かったものの 60 代以上が約 6 割、そのため年金生活者が約 6 割でした。図１の

通り、コロナの影響としては収入減が 4 割、図 2 の通り、必要な支援としては食事の支援が

約 5 割で、収入が減り、食料支援が特に強く求められていることを改めて実感しました。 
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図1、コロナで影響を受けたことは？
（複数回答可）

①仕事がなくなった

②収入が減った

③体や心の不調が出た

④その他
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図2、必要な支援、サポートは？

（複数回答可） ①休業手当

②家賃補助

③学費補助

④持続化給付金

⑤雇用の確保

⑥住宅の確保

⑦食事の支援

⑧その他

 

 

 

  

医療生協 たすけっと「だん・だん」主催 

 


